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福島県本部
第 106 回
臨 時 大 会

春
闘
の
取
り
組
み
を
組
織
強
化
へ

�

組
合
員
の
参
加
と
声
を
集
め
る
活
動
を

第22回自治労青年女性中央大交流集会
日時：2020年７月３日（金）～５日（日）
会場：山梨県山中湖村　山中湖畔
　　　・全体集会会場「山中湖交流プラザきらら」
　　　・宿泊場所　調整中
第２次集約：４月３日（金）

　

県
本
部
は
、
２
月
７
日
、
福
島
市
「
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」
で
、
第
１
０
６
回
臨
時

大
会
を
開
き
、
11
議
案
を
可
決
決
定
し
た
。
臨
時
大
会
に
は
49
単
組
１
６
４
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
志
賀
県
本
部
中

央
執
行
委
員
長
が
挨
拶
。
続

い
て
、
来
賓
の
今
野
泰
連
合

福
島
会
長
、
紺
野
長
人
自
治

体
議
員
連
合
会
長
か
ら
激
励

の
挨
拶
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
議
案
第
６
号
県

本
部
離
籍
専
従
役
員
の
承
認

に
つ
い
て（
案
）の
先
議
を
行

い
、
続
い
て
、
２
０
２
０
年

度
一
般
経
過
報
告
な
ど
３
件

の
報
告
事
項
と
承
認
事
項
が

承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
第
１
号
２
０
１
９
秋

期
確
定
闘
争
の
総
括（
案
）、

役
員
選
挙
、
昼
食
休
憩
後
、

議
事
を
再
開
し
、
第
２
号 

第
25
回
参
議
院
選
挙
の
総
括

（
案
）、
第
３
号 

自
治
労
福

島
県
本
部
２
０
２
０
春
闘
方

針（
案
）な
ど
提
案
し
、
質

疑
・
討
論
を
行
っ
た
後
、
賛

成
多
数
で
決
定
し
た
。

　

質
疑
・
討
論
で
は
、
喜
多

方
市
職
労
五
十
嵐
代
議
員
か

ら
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

組
織
化
と
交
流
会
の
設
定
、

い
わ
き
市
職
連
合
高
木
代
議

員
か
ら
、
再
任
用
職
員
の
賃

金
格
差
の
是
正
、
二
本
松
市

職
労
斎
藤
代
議
員
か
ら
、
競

合
組
織
交
流
集
会
の
開
催
、

県
職
連
合
澤
村
代
議
員
か
ら
、

民
間
春
闘
へ
の
結
集
と
新
採

の
組
織
化
の
取
り
組
み
、
南

会
津
町
職
労
舟
木
代
議
員
か

ら
、
評
価
制
度
の
賃
金
反
映

と
労
組
の
介
入
、
福
島
市
職

労
橘
内
代
議
員
か
ら
、
県
本

部
組
強
計
画
の
目
標
設
定
と

実
効
性
に
つ
い
て
、
国
保
連

労
組
武
田
代
議
員
か
ら
、
国

保
運
営
の
制
度
上
の
問
題
点
、

南
相
馬
市
職
労
岡
田
代
議
員

か
ら
、
職
員
の
被
災
対
応
の

検
証
と
人
員
要
求
、
須
賀
川

市
職
労
中
村
代
議
員
か
ら
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

当
事
者
説
明
会
の
開
催
、
会

津
坂
下
町
職
労
長
峯
代
議
員

か
ら
、
県
人
勧
の
実
施
に
つ

い
て
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

発
言
に
対
し
、
県
本
部
澤

田
書
記
長
よ
り
、「
今
春
闘

は
『
参
加
す
る
春
闘
』
掲
げ
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

民
間
春
闘
へ
結
集
す
る
と
と

も
に
、
単
組
で
は
、
全
て
の

単
組
で
要
求
書
の
提
出
と
交

渉
を
行
う
よ
う
、
県
本
部
と

し
て
引
き
続
き
単
組
支
援
を

行
っ
て
い
く
」
と
答
弁
し
た
。

　

そ
の
後
、
選
挙
委
員
会
か

ら
報
告
が
あ
り
、
す
べ
て
の

役
員
が
信
任
さ
れ
た
。

　

大
会
宣
言
を
採
択
し
た

後
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
臨

時
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

全提出議案が圧倒的多数で可決。たたかう方針を確立した

①掛金は全額所得控除

毎月の掛金の全額が

所得控除の対象と

なり、税が軽減されます。

②運用益は非課税

通常、金融商品を運用
すると税金がかかりま
すが、iDeCoでの運用益
は非課税になります。

③受け取りの際も
大きな控除

年金として受け取る際は、
公的年金控除、一時金
の場合は退職控除の対

象となります。

2020年2月1日現在

https://www.tohoku‐rokin.or.jp

ろうきんの 個人型確定拠出年金 愛称【イデコ】

３つの税制優遇（メリット）があります！
興味のある方は
ろうきんiDeCo

スペシャルサイトで
シュミレーション☟

新型コロナウイルスの感染拡大に伴う
今後の主催事業等の考え方と対応について

　自治労福島県本部としての考え方は次のとおりです。（共済福島県支部もこ
れに準じます）
◎総支部・補助機関主催の会議等を含め、不特定多数の組合員を出席対象とす

るものについては、当面中止とします。
◎執行委員会や単代会議、さらには総支部・補助機関主催の会議等、参加する

組合員が特定されるものについては、感染予防対策の徹底を前提に、原則開
催するものとします。

◎なお、今後は感染拡大の状況ならびに自治労本部の対応などを踏まえ、必要
に応じて対応を変更することもあります。

　連合福島・福島県平和フォーラム各団体、自治労の直近の集会をはじめ、中
止・延期となる集会は次のとおりです。また、今後、事態の変化等あれば、随
時発信いたします。

〈３月以降の中止・延期となる直近の集会等〉
●【中止】「仲間づくり実践セミナー」
　　　　　３月１日㈰11：00～16：00　さいたま市「大宮ソニックシティビル」
●【中止】「2020年度都道府県の臨時・非常勤等職員の組織化推進会議」
　　　　　３月３日㈫12：30～16：00　東京都「自治労会館」
●【中止】「福島県女性団体連絡協議会交流会」
　　　　　３月４日㈬13：30～　福島市「ウィズ・もとまち」
●【中止】「2020春季生活闘争 ３．８国際女性デー 全国統一行動・中央集会

および国際女性デー自治労女性集会」
　　　　　３月６日㈮13：30～　東京都「自治労会館・よみうりホール」
●【中止】「連合福島2020春季生活闘争勝利中央総決起集会」
　　　　　３月７日㈯10：00～12：00　福島市「ダイユー８MAX前広場」
●【中止】「連合アクション県中央街頭行動」
　　　　　３月７日㈯12：20～　福島市「福島駅周辺」
●【中止】「連合福島国際女性デーフォーラム」
　　　　　３月７日㈯14：00～　福島市「ラコパふくしま」
●【延期】「福島県平和フォーラム女性協議会第20回総会」
　　　　　３月８日㈰10：30～　福島市「県教育会館」⇒開催日未定！
●【中止】「福島県女性フォーラム ３．８国際女性デー福島県集会」
　　　　　３月８日㈰13：00～　福島市「県教育会館」
●【中止】「公務員連絡会・2020春季生活闘争３．12中央行動」
　　　　　３月12日㈭13：00～　東京都「ニッショーホール」
●【中止】「2020原発のない福島を！県民大集会」
　　　　　３月14日㈯13：00～　福島市「とうほう・みんなの文化センター」
●【中止】「衛生医療評議会４／19活動家育成講座」
　　　　　４月19日㈰～　東京都「自治労会館」

自治労福島新年特集号

お年玉クイズ当選者発表
県本部賞　猪股裕美さん（会津坂下町職労）
　　　　　関根　博さん（いわき市職連合）

①自治労福島県本部賞
　「旅行券５万円」� ２本
猪股　裕美（会津坂下町職労）
関根　　博（いわき市職連合）

②全労済自治労共済賞
　「カタログギフト５千円相当」10本
高橋　悠香（県職北会津支部）
古泉　貴啓（県職相馬支部）
髙橋　修平（福島市職労）
岸波　良子（二本松市職労）
小貫　仁士（矢祭町職労）
渡部　祥一（西郷村職労）
加藤木綿子（会津若松市職労）
土橋　一馬（南会津町職労）
立野　美穂（南相馬市職労）
猪狩　安次（川内村職労）

③自治労県本部お年玉賞
　「クオカード１千円」30本
尾形　　勉（県職本庁支部）

壁谷沢幸恵（県職医大支部）
髙田　裕子（県職郡山支部）
飯塚　知徳（県職南会津支部）
小塚　智也（県職いわき支部）
安田恵理香（県職相馬支部）
大山　綾介（福島市職労）
大河内　望（川俣町職労）
佐藤　正浩（桑折町職労）
石田　順子（国保連労組）
八巻絵里子（国見社協職）
菅野みき子（川俣社協職）
鈴木　英之（須賀川市職労）
鈴木　裕子（棚倉町職労）
小山下裕己（矢吹町職労）
蛭田　雅樹（中島村職労）
吉田　　隆（平田村職労）
大木　晃代（玉川村職労）
長瀬谷広之（喜多方市職労）
小塚美由紀（西会津町職労）
笠間　裕子（磐梯町職労）
渡部　智行（猪苗代町職労）

木須　良行（柳津町職労）
木田奈美子（湯川村職労）
猪狩　　光（いわき市職連合）
遠藤　　学（相馬市職労）
加藤　伸也（新地町職労）
佐藤　　南（富岡町職労）
藤田奈緒美（広野町職労）
山田　武人（相馬水道職労）

④東北労働金庫福島県本部長賞
　「カタログギフト１万円相当」２本
善方　美幸（須賀川市職労）
瀬戸　祥子（県職会津医療センター支部）

⑤こくみん共済coop福島推進本部長賞
　「図書カード５千円」４本
篭島　　守（市町村共済職）
八木沼春美（浅川町職労）
鈴木　亜紀（喜多方市職労）
佐藤　民子（県職福島支部）
� ※応募総数　834通

お
年
玉
ク
イ
ズ
の
答
え
：

ス
ノ
ー
ホ
ワ
イ
ト
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県
南
総
支
部

県
北
総
支
部

浜
総
支
部

県
職
総
支
部

会
津
総
支
部

「参加する春闘」
各総支部で2020春闘討論集会

　２月に、各総支部は
2020春闘討論集会を開
催した。賃金や労働条
件、職場環境の改善に
は、労使交渉の積み重
ねが不可欠。春闘を１
年のたたかいのスター
トとして位置づけ、全
単組での要求書の提
出・交渉を目指すこと
とした。

　

２
月
３
日
、
県
北
総
支
部

第
13
回
定
期
大
会
お
よ
び
春

闘
討
論
集
会
を
福
島
市
「
パ

ル
セ
い
い
ざ
か
」
で
開
催

し
、
定
期
大
会
で
は
、
２
０

２
０
運
動
方
針
と
新
執
行
体

制
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
春
闘
討
論
集

会
で
は
「
２
０
２
０
春
闘
の

取
り
組
み
」
と
題
し
て
県
本

部
澤
田
書
記
長
よ
り
春
闘
情

勢
や
具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
提
起
を
受
け
た
。
総

支
部
も
管
内
全
て
の
単
組
の

要
求
書
の
提
出
・
交
渉
を
め

ざ
す
と
と
も
に
、
最
大
限
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

分
散
会
で
は
各
単
組
の
確

定
闘
争
の
報
告
と
春
闘
で
の

主
な
要
求
、
組
織
強
化
と
人

員
確
保
に
つ
い
て
討
論
し
、

　

２
月
１
日
、
矢
吹
町
「
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
日
活
」
に
お
い

て
、
春
闘
討
論
集
会
を
開
催

し
た
。
16
単
組
47
名
が
参
加

し
、
月
刊
労
働
組
合
編
集
長

の
松
上
隆
明
さ
ん
か
ら
「
２

０
２
０
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢

と
私
た
ち
の
課
題
」
と
題
し

て
講
演
を
受
け
た
。
講
演
で

は
、
実
質
賃
金
が
低
下
し
て

い
る
現
状
、
大
手
企
業
に
よ

る
ベ
ア
の
非
開
示
と
脱
一
律

ベ
ア
か
ら
従
来
型
春
闘
が
成

立
し
な
い
、
条
件
の
悪
い
自

治
体
か
ら
の
人
員
流
出
な
ど

に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
、
単
組

に
お
け
る
賃
金
実
態
把
握
と

要
求
し
て
い
く
こ
と
の
重
要

性
を
確
認
し
た
。

　

県
本
部
か
ら
春
闘
方
針
の

提
起
を
受
け
た
後
、
各
単
組

か
ら
確
定
闘
争
を
含
め
た
報

告
と
春
闘
の
主
な
要
求
な
ど

確
定
期
に
台
風
の
た
め
統
一

行
動
を
取
り
や
め
る
な
ど
思

う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
各
単
組
で
の
工
夫
し

た
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
単

組
で
「
県
準
拠
」
と
さ
れ
、

目
立
っ
た
前
進
は
な
く
、
あ

る
単
組
で
は
、
当
局
が
「
周

り
の
状
況
を
勘
案
し
て
」「
配

慮
を
お
願
い
す
る
」
な
ど
と

結
論
を
出
さ
ず
、
団
体
交
渉

な
ど
が
進
ん
で
い
な
い
と
の

報
告
も
あ
っ
た
。

　

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て

は
、
評
価
基
準
が
曖
昧
で
不

信
感
を
持
つ
職
員
も
い
る
な

ど
、
賃
金
反
映
へ
の
課
題
が

出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
つ
い
て
は
、「
当

局
か
ら
具
体
的
な
処
遇
等
が

示
さ
れ
て
い
な
い
」「
示
さ

れ
た
賃
金
が
低
く
、
職
場
の

嘱
託
・
臨
時
職
員
か
ら
『
辞

め
る
か
も
し
れ
な
い
』
と

い
っ
た
声
が
出
さ
れ
た
」
な

ど
、
困
惑
し
て
い
る
現
場
の

様
子
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
総
支
部
の
役
割

と
し
て
定
期
的
な
情
報
交

換
・
情
報
提
供
を
し
な
が
ら
、

諸
課
題
の
改
善
に
む
け
春
闘

を
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

県本部澤田書記長から
春闘提起

2020春闘の課題と
要求を確認

分散会で職場実態を討論

各単組から春闘への
決意が述べられた

に
つ
い
て
発
言
を
求
め
、
全

体
討
論
を
行
っ
た
。

　

単
組
か
ら
春
闘
組
合
員
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、「
月
２

０
０
時
間
超
、
２
０
１
９
年

で
７
０
０
時
間
超
の
超
勤
」

「
代
休
も
消
化
し
き
れ
ず
、

年
休
も
取
れ
て
い
な
い
」
超

勤
の
実
態
、
病
休
者
や
早
期

退
職
の
増
加
し
て
い
る
実
態

な
ど
、
業
務
多
忙
と
人
員
不

足
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、
台
風
19
号
等
の

災
害
対
応
で
、
一
部
単
組
で

「
振
休
対
応
」
と
す
る
な
ど

不
適
切
な
対
応
が
報
告
さ
れ

た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
・
保

育
所
で
一
定
程
度
の
処
遇
確

保
と
な
っ
た
単
組
が
あ
る
一

方
、
事
務
職
で
は
フ
ル
タ
イ

ム
か
ら
パ
ー
ト
へ
の
転
換
な

ど
、
法
の
趣
旨
に
反
す
る
提

案
内
容
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。

　

春
闘
で
は
、
単
組
が
職
場

委
員
会
等
の
機
能
強
化
や
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、
組

合
員
の
声
を
集
め
、
要
求
を

ま
と
め
、
交
渉
に
つ
な
げ
て

い
く
。
春
闘
勝
利
に
む
け
県

本
部
・
総
支
部
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
、
集
会
を
閉
じ
た
。

参加者全員で2020春闘方針
を確認

　

２
月
１
日
、
会
津
若
松
市

「
丸
峰
観
光
ホ
テ
ル
」
に
お

い
て
、
２
０
２
０
春
闘
討
論

集
会
を
開
催
し
た
。
総
支
部

内
か
ら
14
単
組
、
69
名
が
参

加
し
、
県
本
部
か
ら
春
闘
情

勢
や
具
体
的
取
り
組
み
、
そ

し
て
自
治
労
２
０
２
０
春
闘

の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
参
加
す

る
春
闘
」、
春
闘
を
組
織
強

化
の
好
機
と
位
置
づ
け
て
の

取
り
組
み
が
提
起
さ
れ
た
。

　

総
支
部
管
内
で
は
、
要
求

書
の
提
出
が
で
き
て
い
な
い

単
組
、
要
求
書
は
出
し
て
い

る
が
交
渉
が
で
き
て
い
な
い

単
組
、
県
本
部
の
統
一
要
求

書
を
そ
の
ま
ま
提
出
し
て
い

る
だ
け
で
、
要
求
内
容
が
単

組
実
情
に
即
し
て
い
な
い
、

組
合
員
が
真
に
望
む
内
容
と

な
っ
て
い
な
い
単
組
。
取
り

組
み
が
で
き
て
い
な
い
単
組

と
、
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る

が
、
今
こ
そ
労
働
組
合
の
原

点
に
立
ち
返
り
「
職
場
の
声

を
集
め
、
当
局
に
ぶ
つ
け
て

い
く
」
こ
と
か
ら
は
じ
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
学
習
・
討
論
を

行
っ
た
。
分
科
会
の
テ
ー
マ

は
、「
管
内
各
自
治
体
の
賃

金
」「
管
内
各
自
治
体
の
労

働
条
件
（
休
暇
、
旅
費
な

ど
）」
で
、
い
ず
れ
も
労
働

組
合
の
基
本
と
も
い
え
る
内

容
で
、
こ
こ
数
年
、
会
津
総

支
部
の
「
賃
金
労
働
条
件
研

究
会
」
の
活
動
が
休
止
し
て

い
る
た
め
、
県
や
隣
接
す
る

自
治
体
の
労
働
条
件
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
情
報
の
共

有
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
は
「
細
か
い
部

分
ま
で
は
把
握
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
勉
強
に
な
っ

た
」「
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
」

と
の
声
が
出
さ
れ
た
。

　

集
会
に
引
き
続
き
開
催
し

た
団
結
赤
旗
開
き
で
は
、
単

組
紹
介
と
参
加
者
同
士
の
交

流
が
は
か
ら
れ
、
参
加
す
る

春
闘
の
意
義
を
感
じ
ら
れ
た

集
会
と
な
っ
た
。

　

県
職
連
合
は
２
月
８
日
、

県
職
員
会
館
（
福
島
市
）
に

お
い
て
、
２
０
２
０
春
闘
へ

む
け
た
学
習
会
を
開
催
し

た
。
県
内
各
支
部
か
ら
50
名

が
参
加
し
、
月
刊
労
働
組
合

編
集
長
の
松
上
さ
ん
か
ら

「
春
闘
情
勢
と
自
治
体
労
働

者
の
課
題
」
と
し
た
講
演
を

受
け
、
午
後
か
ら
は
６
つ
の

分
散
会
に
分
か
れ
、
職
場
の

現
状
報
告
を
含
め
、
意
見
交

換
を
深
め
て
き
た
。

　

県
職
連
合
の
春
闘
方
針

は
、
２
月
29
日
開
催
の
「
臨

時
大
会
」
で
確
認
す
る
こ
と

と
な
る
が
、
す
で
に
昨
年
の

12
月
に
は
春
闘
方
針
案
を
提

案
し
、
県
職
連
合
の
課
題
を

整
理
し
た
「
春
闘
パ
ン
フ
」

を
全
組
合
員
に
配
布
し
な
が

ら
、
今
春
闘
を
一
人
ひ
と
り

の
課
題
と
結
び
つ
け
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
私

た
ち
県
職
員
の
給
与
が
「
人

事
委
員
会
勧
告
制
度
の
下
」

に
あ
る
以
上
、
民
間
企
業
に

働
く
労
働
者
と
共
に
、
春
闘

を
精
一
杯
取
り
組
む
こ
と
が

何
に
も
ま
し
て
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

す
で
に
賃
金
へ
の
反
映
が

さ
れ
て
久
し
い
「
人
事
評
価

制
度
」
の
問
題
点
や
、
数
年

来
取
り
組
ん
で
い
る
医
療
職

給
料
表
の
是
正
問
題
、
そ
し

て
、
福
祉
や
病
院
職
場
に
お

け
る
「
経
営
形
態
の
変
更
」

の
動
き
な
ど
、
様
々
な
課
題

が
山
積
し
て
い
る
が
、
職
場

段
階
に
お
け
る
分
会
活
動
の

豊
富
化
に
焦
点
を
あ
て
な
が

ら
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
に

と
っ
て
意
味
あ
る
２
０
２
０

春
闘
に
し
て
い
き
た
い
。

　４月からの新規採用職員の組織化は、自治労の最重要課題です。
各単組での組合加入、じちろう共済制度への加入推進をはかるため
のツールをご活用の上、新規採用者全員への働きかけをお願いします。
　また、教宣媒体の必要送付数を確認するため、新規採用職員数の
調査を行っています。各単組のご協力を要請します。

１．新採用者用組織化グッズ
　①　自治労新入組合員用パンフレット「WITH YOU」2020年版
　②　機関紙「じちろう」新入組合員特集号
　③　じちろう共済カタログ　2020年版
　④　じちろう共済新入組合員用マンガ解説資料　2020年版
　⑤　じちろう共済グッズ「ハッピちゃんメモ帳」

２．新規採用職員数調査について
　　2020年度新規採用職員数と組織化グッズ
　必要数の報告をお願いします。
　　報告は、３月16日（月）まで

新規採用職員の組合加入へむけて

　

浜
総
支
部
は
、
２
０
２
０

年
度
の
運
動
方
針
と
執
行
体

制
の
確
立
、
２
０
２
０
春
闘

の
取
り
組
み
を
確
認
す
る
た

め
、
２
月
１
日
、
第
60
回
定

期
大
会
及
び
春
闘
討
論
学
習

会
を
開
い
た
。

　

討
論
学
習
会
で
は
、
11
単

組
48
名
が
参
加
し
、
講
師
に

県
本
部
澤
田
書
記
長
を
招
き
、

春
闘
情
勢
や
県
本
部
方
針
に

つ
い
て
の
講
演
・
提
起
を
受

け
た
。
そ
の
ほ
か
、
総
支
部

の
春
闘
期
の
取
り
組
み
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
と
各
単

組
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
単
組

独
自
要
求
事
項
等
の
意
見
交

換
に
よ
り
春
闘
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
討
論
を
深
め
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
い
わ
き

市
職
連
合
か
ら
「
再
任
用
の

給
与
水
準
引
き
上
げ
」「
子
宮

が
ん
検
診
の
対
象
拡
大
」、
南

相
馬
市
職
労
か
ら
「
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
交

渉
報
告
の
ほ
か
、
飯
舘
村
職

労
の
要
求
作
成
に
向
け
た「
職

場
オ
ル
グ
」、
新
地
町
職
労
の

「
職
場
・
職
種
毎
の
職
場
討
論

会
」
な
ど
こ
の
間
の
成
果
が

報
告
さ
れ
、
参
加
単
組
か
ら

は
、
報
告
事
例
を
取
り
入
れ

た
独
自
要
求
を
し
た
い
な
ど

前
向
き
な
発
言
も
あ
っ
た
。

　

一
方
、
長
時
間
労
働
の
実

態
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

な
ど
、
課
題
も
多
く
報
告
さ

れ
た
。

　

原
発
事
故
以
降
、
要
求
書

の
提
出
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い

単
組
も
あ
る
中
、
今
春
、
双

葉
町
の
一
部
避
難
解
除
に
よ

り
、
復
旧
・
復
興
が
一
層
加

速
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
良

好
な
職
場
環
境
の
確
立
に
向

け
、
組
合
活
動
が
重
要
な
時

期
で
あ
る
と
捉
え
「
全
単
組

で
の
要
求
書
提
出
」
と
「
初

任
給
の
県
職
員
水
準
以
上
」

を
統
一
し
て
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

最
後
に
、
総
支
部
の
役
割

と
し
て
単
組
諸
課
題
の
改
善

に
向
け
、
最
大
限
の
支
援
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
、
単

組
・
総
支
部
・
県
本
部
が
一

丸
と
な
っ
て
今
春
闘
を
取
り

組
む
こ
と
を
決
意
し
、
集
会

を
閉
じ
た
。


